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【「メーカー」を登録するには】 

帳票に商品のメーカー情報を表示したいのですが。 

モデル編集画面で商品のメーカー情報を表示できますか？

→あらかじめ、GX のマスター情報としてメーカー情報を登録しておくと、商品に対してメーカー情報を紐づけ、表示や分析に使用

することが可能です。

所定のフォーマットに沿って CSVファイルを作成すれば、一括で GXに登録することもできます。

※本機能のご利用には「マスター管理」オプションが必要です。

【GX リッチクライアント版】本機能の利用には、権限が必要です。 
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1. メーカー情報テキストファイルの例 

(1) GXのメーカー情報テキストフォーマットは固定です。以下のようなフォーマットでデータを準備してください。 

Excelの場合は、上の項目から順に、A列、B列…と記載していきます。 

 

 

必須項目です。 

メーカーコードに対する 

名称を設定します。 

設定しておくと便利です。 

同じメーカーで異なるメーカーコードが 

存在している場合、 

 「代表メーカー」を設定することにより、 

 「(代表メーカーと)同じメーカー」として

扱うことができます。 
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2. メーカー情報のインポート 

(1) GX 初期画面メニュー[ユーティリティ]-[マスター管理]を選択します。  

 

 

[マスター管理]を 

選択してください 
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(2) [マスター管理メイン画面]が表示されます。[マスター管理メイン画面]メニュー[インポート]-[テキストファイル]-[マスター情報]-[メーカー]

を選択してください。 

 
 

[メーカー]を 

選択してください 
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(3) [テキストファイル入力 – メーカー]画面が表示されます。[参照]ボタンをクリックしてください。 

  

[参照]ボタンを 

クリックしてください 
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(4) [ファイルを開く画面]が表示されます。作成したメーカー情報ファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 

 

 

任意のファイルを選択し 

「開く」ボタンを 

クリックしてください 
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(5) [テキストファイル入力 – メーカー]画面に戻り、プレビューに選択したファイルの内容が表示されます。プレビューの内容を確認し、正

しく表示されていない場合は「文字コード」「区切り文字」を調整してください。 

 

プレビューの内容にヘッダー(「メーカーコード」などの項目名)が表示されている場合には、[ファイルの 1 行目をヘッダーとする]チェック

ボックスをクリックしてください。 

  

ファイル内容にタイトル行がある場合は、 

[ファイルの 1行目をヘッダーとする] 

チェックボックスをクリックしてください 
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(6) 入力時のモードを[追加]、[更新]、[追加／更新]から選択してください。 

 

[追加]は、データベースに存在しないメーカーのみを追加します。 

[更新]は、データベースに存在しているメーカーのみ更新します。 

[追加更新]は、データベースの存在有無に関わらず、ファイル内に含まれているメーカー情報でデータベースを上書きします。 

入力モードを 

[[追加]、[更新]、[追加／更新]から

選択してください 
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(7) [入力]ボタンをクリックします。 

 

 

[入力]ボタンを 

クリックしてください 
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(8) テキストファイル(メーカー)のインポート処理が始まります。終了すると[テキストファイル入力-メーカー-結果ログ表示画面]が表示され

ます。[ログ表示]ボタンをクリックし、結果を確認してください。 

 
 

[ログ表示]ボタンを 

クリックしてください 
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3. 標準商品情報との紐づけ 

(1) 登録したメーカー情報を商品に反映させるには、標準商品に対してメーカーコードを紐づけることが必要となります。 

[マスター管理メイン画面]にて[標準商品]ボタンをクリックしてください。 

 
 

[標準商品]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) [メンテナンス - 標準商品画面]が表示されます。必要な商品を検索します。 

 

 

[検索]や[品揃え]を用いて、必要な商品を検索してください。 
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(3) メーカー[選択]ボタンをクリックし、適切なメーカーを紐づけます。 

 

 
 

[選択]ボタンを 

クリックします 

適切なメーカーを 

選択し[選択]ボタンを 

クリックします 
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(4) [メーカー]が設定されました。 

[更新]ボタンをクリックし、標準商品情報を保存します。 

 

 
 

[メーカー]を設定 

しました。 

 [更新]ボタンを 

クリックします 
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(5) 標準商品情報とメーカー情報の紐づけは、CSV ファイルから一括入力することも可能です。 

その際には、まず現在の商品情報をエクスポートするのが便利です。 

標準商品情報のエクスポートの詳細については、FAQ「マスターデータ入出力」を参照してください。 

   https://www.tanawari.jp/faq/0000000050?article_id=0000000113#target 

 

 

https://www.tanawari.jp/faq/0000000050?article_id=0000000113#target
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(6) 出力した CSV ファイルは、バックアップデータとしてコピーしておくと便利です。 

必要な商品のメーカーコード列に値を入力してください。 

 

 

 

メーカーコード列を 

入力します。 



 17 

 

  

(7) 編集した CSV ファイルをインポートします。 

標準商品情報のインポートの詳細については、 FAQ「マスターデータ入出力」を参照してください。 

  https://www.tanawari.jp/faq/0000000050?article_id=0000000050#target 

※[入力オプション]では、[選択済項目]に[メーカーコード]を含めるようにしてください。 

 

 

https://www.tanawari.jp/faq/0000000050?article_id=0000000050#target
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4. 代表メーカーとは 

(1) 同じメーカーで違うメーカーコードが存在している場合、これらに「代表メーカー」を設定することにより、「(代表メーカーと)同じメー

カー」として扱うことができます。 

 

 

  

同じメーカーで異なるメーカーコードが 

存在している場合、 

 「代表メーカー」を設定することにより、 

 「(代表メーカーと)同じメーカー」として

扱うことができます。 
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(2) 代表メーカーの設定は、マスター管理画面にて設定することも可能です。 

[マスター管理メイン画面]にて[メーカー]ボタンをクリックしてください。 

 

 
 

 [メーカー]ボタンを 

クリックします 
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(3) [メンテナンス - メーカー画面]が表示されます。必要なメーカーを検索・選択し、[編集]ボタンをクリックします。 

 

 

 

編集したいメーカーを 

クリックします 

[編集]ボタンを 

クリックします 
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(4) [メーカー編集画面]が表示されます。[選択]ボタンをクリックします。 

 

 
 

[選択]ボタンを 

クリックします 
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(5) [メーカー選択画面]が表示されます。代表メーカーとしたいメーカーを選択します。 

 

 
 

[選択]ボタンを 

クリックします 
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(6) [メーカー編集画面]に戻ります。代表メーカーが設定されました。 
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(7) 代表メーカーを活用するには、ユーザー環境設定が必要です。 

GX 初期画面メニュー[システム]-[ユーザー環境設定]を選択し、 

[▼初期値]-[▼商品情報の扱い]-[メーカー情報の扱い]をクリックします。 

こちらで、[代表メーカー情報を利用する]を選択します。 
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ご 注 意 

□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 

日本総合システム株式会社にあります。 

□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 

□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 

※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 

※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 

※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標

です。 

※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 

※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 

※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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